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添付のユーザーズガイドとあわせてお読みください 

 

本製品をご使用になる前に以下の内容をご確認ください 

１．キャッシュモードについて  
本製品を使用する場合は、以下の点に注意してください。 

(1) 本製品を使用する場合は、キャッシュモード (*1)を「Auto Switch」に設定して使用してください。 

ただし、オペレーティングシステム(OS)をインストールする時は「Write Through」に設定し、インスト

ール完了後に「Auto Switch」に変更してください。 

(2) 本製品の有無に関わらず、「Write Back」に設定しないでください。 

(3) 本製品を組み込んだ構成でご購入された場合でも、ご購入時は「Write Through」に設定されていますの

で、「Auto Switch」に設定変更して使用してください。 
 

(*1) キャッシュモードの設定は、FastBuild Utilityでは「Cache Mode」、PAM(Promise Array Management)では「Write Mode 

Selection」と表示されます。 

各キャッシュモードの機能は以下の通りです。 

キャッシュモード 機  能 

Write Through 
(WriteThru) 

ライトスルーモード。ライトキャッシュを使用しないモードです。 
本製品を使用しない場合は、データ保護のために本モードに設定してください。 
デフォルト(出荷時)設定は本モードになっています。 

Auto Switch 
オートスイッチモード。バッテリの残量・状態を監視し、キャッシュステータス(*2)を
切り替えるモードです。バッテリに異常がない場合はライトキャッシュを使用します
が、異常を検出するとライトキャッシュを使用しません。 

Write Back 
ライトバックモード。バッテリの残量・状態に関わらず、常にライトキャッシュを使
用するモードです。 
そのため、バッテリの異常時にHDDのデータを破損あるいは損失する恐れがあります。 

(*2) キャッシュステータスは、PAM の「Information View」画面の「Current cache mode status」で確認できます。ライ

トキャッシュを使用しているときは「Write Back」、使用していないときは「Write Through」と表示されます。 

設定画面のイメージ図を裏面に記載します。詳しい設定方法については、以下のドキュメントをご覧ください。 

● PAMで設定する場合 

ディスクアレイコントローラに添付されているCD-ROM「N8103-78 Disk array Controller(SATA) Management 

Software」内のオンラインドキュメント「Promise Array Management ユーザーズマニュアル」をご覧くだ
さい。 

● FastBuild Utilityで設定する場合 

ディスクアレイコントローラに添付されているユーザーズガイドをご覧ください。 
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【 PAMの設定画面 】 

「Information View」の画面でキャッシュモードを設定します。また、この画面でキャッシュステータスも確認で
きます。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

【 FastBuild Utilityの設定画面 】 

「Controller Configuration」の画面でキャッシュモードを変更します。 

 
 

 

上：キャッシュモード 

下：キャッシュステータス 

FastBuild (tm) Utility x.xx (c) 2002-2005 Promise Technology, Inc. 

 
 Halt On Error  : Disable            Cache Mode  : WriteThru 

[ Adapter Configuration Options ] 

 
 
[←,,Space] Change Option  [ESC] Exit 

[ Keys Available ] 

 
 

Installed Memory Address : D8100000  Size : 128MB 
Controller IRQ : 5 
 
ATA IO Address : D800 
XOR and HDMA IO Address : DC00 
Sequence Control IO Address : E000 
Flash and SRAM Memory Address : D8000000 

 

[ System Resources Configuration ] 

キャッシュモード 


